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窒化チタン(TiN)は、ナノ構造にすることで光熱変換効率を高めることができる。TiN ナノ構造

の光吸収は広帯域であることから、TiN ナノ構造は太陽熱を効率よく得るために使われてきた。

一例を挙げると、太陽熱による水の加熱や蒸発[1]、一酸化炭素の酸化[2]、等で応用研究はこの数年

で着実に進んできた。他方、TiN ナノ構造への光照射時にナノの構造とその極近傍がどのくらい

の温度になっているのかを含め微細構造周辺の温度解析は詳細になされてこなかった。 

今回、我々は太陽光ではなく単色のレーザー光を使った実験ではあるが、光照射時の TiN ナノ

構造とその近傍の水の温度測定を行った[3]ので、その結果を紹介する。実験では TiN 薄膜と TiN

ナノアレイをサファイア基板上に作製し、その上にカバーガラスを使って約 20 μmの水の層を形

成した。試料加熱には波長 785 nmの cwレーザーを用い、光熱変換による温度上昇はストークス

のピークシフトのみから見積もった。なお 785 nmのレーザーはラマン分光の励起光の役目も果た

す。その結果、約 20 mWまではレーザー強度の上昇と共に TiNと水の温度上昇が観測されたが、

その後はレーザー強度を上げても温度上昇は見られなくなった。レーザー強度が約 70 mWを超え

ると温度上昇が再開した。温度は 450 K前後で一定であり、これは大気圧での水の沸点より高い

ことから、今回の観測では温度一定の水の過熱を起こったと考えられる。このような過熱は熱伝

導のよいサファイア基板に起因すると考えられ、熱合成等での応用が期待される。 
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Fig. 1. (a) Schematic diagrams of the TiN 

film and array on sapphire substrates 

where the superstrates were water. (b) 

Laser power dependent temperature 

increase of the samples with sapphire 

substrates from the experiment. The 

dahsed line and shaded region indicate the 

boiling point of water and the plataue 

region, respectively. The vertical bar on 

the top left denotes the error bar in 

thetemperature. 
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